
■実施路線数はコロナ禍を経て増加傾向（2024年度 74社145路線）

■常時実施は約1割弱、特定の区間/時間帯が約6割、その他イベントに合わせた実施

■線区の輸送状況を踏まえて柔軟に区間/時間帯等を設定し、着実に実施路線数が増加

■「サイクルトレイン・サイクルバス導入の手引き」が策定（R5.5自転車活用推進本部）

サイクルトレイン（チャリトレ）の現状
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2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

サイクルトレイン実施路線数

59社 64社
74社71社

一部の期間・時間帯・曜日かつ

一部の区間のみ持込み可能（５５路線）

＜路線別の実施状況内訳＞
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74社
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